
 

 

 

 

 

 

 

 

担任の先生からの熱きメッセージ！  

 学級目標 担任からの一言（こんなクラスにしたい！） 

１
年
１
組 

（
市
河
） 

男女関係なく一人一人が思いやりを持ち、協力

できる雰囲気を作ろう 

他人を思いやり人に優しく接する中で、誰とでも協力

できる雰囲気を１年間継続しよう！ 

１
年
２
組 

（
橋
本
） 

切磋琢磨 
一人ひとりの個性を大切にしながら、自分を磨き、一

緒に挑戦・成長していきましょう！ 

２
年
１
組 

（
鵜
川
） 

必戦必笑 〜2 年で-No.1〜 

最上級生に向けて色々なことに挑戦し、みんなが笑顔

で来年の４月を迎えることができるクラスにしてい

こう！ 

２
年
２
組 

（
江
戸
） 

板津のカービィ☆～良い所を吸い込み, 自分の

個性を武器にしよう～ 

「自己理解・他者理解」「助け合い」「メリハリ」を大

切に, 良いところを吸収しあい, 個性を尊重し合うク

ラスにしていこう！ 

２
年
３
組 

（
安
田
） 

三組の矢〜挑・笑・絆〜 

挑戦すれば笑顔になる。笑顔になれば絆が深まる。絆

が深まれば新たな挑戦ができる。「挑」・「笑」・「絆」の

３つの矢をつなげて，より良いクラスを築いていこ

う。 

３
年
１
組 

（
岡
山
） 

MUST  

M・・・みんな U・・・ウキウキ  

S・・・過ごしやすく T・・・楽しい 

「情熱（パッション）」「協働」「配慮」をキーワード

に、１組全員がさまざまなことに意欲的に、互いの持

ち味を生かして、誰かのために、という思いをもって

頑張れるクラスを目指します！ 

３
年
２
組 

（
萩
原
） 

～感謝～ 

最上級生としての自覚と PASSION を持ち、仲

良く元気なクラス 

最上級生として後輩たちにかっこいい背中を見せら

れる先輩になろう。情熱と感謝を大切にみんなでこの

１年楽しんでいこう！ 

３
年
３
組 

（
池
田
） 

スてきな           だんけつして 

マいにちが          いちねんかん 

イつも            すペシャルな 

ルービックキューブのように  きょうしつ 

     ～魂の enjoy every day～ 

3 月に笑顔でみんなで笑い合えるクラスに！！楽し

むときは楽しむ、やるべきことはやりきる、目の前の

ことに全力で取り組んでいこう！何事も「スカしたら

あかんよ」！ 
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校長 太田多門   

小松市立板津中学校   

～ワクワク創出 生徒まんなか 板津中～  
板津カラーに学校を染めよう！   

学 校 だ よ り   

mailto:itazu-j@kec.hakusan.ed.jp
http://www3-net13.hakusan.ed.jp/itazu-j


＊＊「自立した学習者」になろう！＊＊ 

板津中学校では生徒を「自立した学習者」に育てることを目指しています。 

「自立した学習者」とは「自分で考え、判断して行動できる意思や能力を持つ学び手」のことです。 

変化の激しい現在、今の子供たちが大人になる頃に、どんな世界が広がっているか予測不可能です。このよう

な時代だからこそ「自立した学習者」としての力を身につけてほしいと願います。 

将来、自分の道を切り開く場面において、その時々で新たに学ぶべきこと、身に着けるべき技術などが壁として

現れます。その時に中学時代に身に着けた「自ら学ぶ力」でその壁を乗り越えていってほしいと願います。 

 

大切なのは今の「授業内容を理解すること」はもちろん、 

未来の自分のために「勉強の仕方」を自分で決め、行動できるようになること。 

 

より具体的な姿として「子どもたちが見通しを持って計画的に粘り強く取り組み、自分の学習活動を振り返り

ながら、自己調整し自ら学ぶことができる」ことが目標です。 

上記の目標のために、今年度も１・２学期の中間テストは行いません。各教科では単元ごとの評価（単元テス

トやレポート等）および学期ごとの期末テストにより、つけたい力が身についているかを測ることとします。 

まず大切にしたいことは日々の授業と家庭学習です。テストの前だけの勉強から脱却しましょう。 

 

頑張りどころとしては 

① 単元マップで授業の見通しを持つ。 

   ・単元の全体目標   （最終的に何を理解すればよいのか） 

   ・最後に何をするのか （例：単元テスト、レポート、発表） 

   ・今日の授業の目標  （今回は何を理解すればよいのか） 

   ・次回までの準備   （やっておくとよいことは何か） 

② 授業を頑張る！ これが基本。勉強が好きな人も苦手な人も授業の時間はみんな同じ。 

この時間にしっかりと考えたり、覚えたりすれば他の時間を有効に使えます。 

あなたが使える１日の時間は限られています。賢者は時間を大切にする！ 

③ 自ら計画を立てる。（いつまでに、何をすると良いか考え、行動案を決める） 

④ 計画を実行する！（毎日の予習や復習）に取り組む。授業に生きる家庭学習を！ 

⑤ 単元終わりに行うテストやレポートなどで、自分ができたこと・できなかったことを見極め、 

できなかったことをできるようにするために努力をすることが大切 

自分を振り返り、次につなげる「自己調整力」をつける！ 

⑥ その努力の成果を期末テストで確認する。さらにできなかったことは、夏・冬・春休みに見直す！ 

 

また日課についても、部活動と家庭学習を両立させるために、テスト日課以外は 45 分授業とし、下校時間を

１７：３０に設定しています。従来の５０分より少なくなる分については、年間３回の「あすいまウィーク」と

毎月１～２回、水曜日を６限授業として補填します。  

※「あすいまウィーク」＝期末テスト前に実施予定。６限後に４５分間の学習時間を準備 

 

ご家庭での励ましや声かけ等、保護者のみなさまのご理解と 

ご協力をお願いいたします。 

 


